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トグラフィー、TLC、ODS カラムを用いた HPLC を用いて精製した。単離した ecdysteroid は UV, 
1H-NMR, 13C-NMR, 2D-COSY (two-dimentional correlation spectroscopy),HMQC (heteronuclear 
multiple quantum coherence) , HMBC (heteronuclear multiple bond correlation), MALDI-TOF 
mass spectrometry を用いて解析し、３種の新規 ecdysteroid (20,26-dihydroxy-28-methyl 
ecdysone; 20,26-dihydroxy-24(28)-dihydro ecdysone; 20-hydroxyecdysone 22-glycolate)を
ふくむ計８種類の ecdysteroid を同定した。これらはいずれも合成抗酸化剤 BHA よりも 3-8 倍強
い DPPH フリーラジカル捕捉活性（IC50 = 3.2-8.8 g/ml）と鉄イオンキレート活性（IC50 = 20-38 






















 本論文ではさらに、キノア種子から新規化合物をふくむ８種類の ecdysteroid を精製・単離し、




 これらの結果は、いくつかの課題を残しつつも、キノア種子由来の ecdysteroid が種々の疾病
のリスクとなる酸化ストレスの防止、皮膚損傷の修復や皮膚老化の防止に有効であることの可能
性を指摘しており、今後の展開が期待され高く評価できる。 
 以上の審査結果により、本論文を博士（学術）の学位を授与するに値するものと認めた。 
 
 
